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水木しげる先生
　　ありがとうございました
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平
成
27
年
11
月
30
日
午
前
７
時
18
分
、

水
木
し
げ
る
先
生
が
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

93
歳
で
し
た
。

　

余
り
の
突
然
の
訃
報
に
驚
き
と
戸
惑
い
を

禁
じ
え
ま
せ
ん
。

　

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

水
木
先
生
、
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

【
水
木
し
げ
る
先
生
の
主
な
経
歴
】

　

大
正
11
年
3
月
8
日
生
ま
れ
。
境
港
市
出
身
。

昭
和
40
年　
「
別
冊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
」
に
発
表
し
た

　
　
　
　
　
「
テ
レ
ビ
く
ん
」
で
第
6
回
講
談
社
児
童

　
　
　
　
　

ま
ん
が
賞
受
賞

平
成
３
年　

紫
綬
褒
章
受
章

平
成
11
年　

境
港
市
特
別
功
労
表
彰
受
章

　
　
　
　
　
　
（
市
政
振
興
に
功
労
）

平
成
15
年　

旭
日
小
綬
章
受
章

　
　
　
　
　

故
郷
の
境
港
市
に

　
　
　
　
　
「
水
木
し
げ
る
記
念
館
」
が
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

水
木
し
げ
る
記
念
館
名
誉
館
長
に
就
任

平
成
19
年　
「
の
ん
の
ん
ば
あ
と
オ
レ
」
ア
ン
グ
レ
ー

　
　
　
　
　

ム
国
際
漫
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
最
優
秀
コ

　
　
　
　
　

ミ
ッ
ク
賞
受
賞

平
成
21
年　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に

　
　
　
　
　

水
木
し
げ
る
氏
顕
彰
像
建
立

　
　
　
　
　
「
総
員
玉
砕
せ
よ
！
」
ア
ン
グ
レ
ー
ム
国

　
　
　
　
　

際
マ
ン
ガ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
遺
産
賞
受
賞

平
成
22
年　

文
化
功
労
者
に
決
定

平
成
24
年　
「
総
員
玉
砕
せ
よ
！
」
ウ
ィ
ル
・
ア
イ
ズ

ナ
ー
賞
最
優
秀
ア
ジ
ア
作
品
賞
受
賞

【
境
港
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

突
然
の
訃
報
に
接
し
、
痛
惜
の
念
に
た
え
ま
せ
ん
。

　

水
木
し
げ
る
先
生
は
、
国
際
的
に
活
躍
さ
れ
る
傍

ら
で
、ふ
る
さ
と
〝
境
港
〞
に
限
り
な
い
愛
情
を
注
ぎ
、

本
市
を
今
日
の
興
隆
へ
と
導
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

現
在
進
め
て
い
る
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
完
成
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
叶

わ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
を
立
派
に
成
し

遂
げ
、
本
市
の
発
展
に
繋
げ
る
こ
と
が
、
先
生
へ
の

何
よ
り
も
の
恩
返
し
に
な
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

こ
こ
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

 　
　
　
　
　

平
成
27
年
11
月
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

境
港
市
長　

中
村
勝
治
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　アンケートやホームページなど、市民・市職員あわせて 160 人で選考し、
決定しました。選考には多くの皆さんにご協力いただき、ありがとうござい
ました。

10大 ニ ュ ー ス10大 ニ ュ ー ス
平成２７年境港市の平成２７年境港市の

【１月】

◇消防出初式　◇成人式　

◇カニ感謝祭　　

【２月】

◇ブラスフェスタ

【３月】

◇プレミアム付き境港ふ

るさと商品券発売　◇境

港おさかなロード大漁

祭・Sea級グルメ境港大

会を開催　◇市管理の

街路灯・防犯灯が全て

LED化　◇健康まつり

開催

【４月】

◇桜まつり　◇子ども子

育て新制度スタート＆公

立保育所の名称変更　◇

市民図書館開館時間・休

館日が変更　◇地域おこ

し協力隊が着任　◇植田

家が国登録有形文化財に

登録

【５月】

◇市内体育施設がリ

ニューアル　◇市民運動

会　◇美保基地航空祭

【６月】　

◇第１回ほっとはあと＆

福祉ふれあいまつり in

夢みなとタワー　◇まぐ

ろ感謝祭

  平成27年  平成27年

　　主な出来事　　主な出来事

( 平成 27 年 12 月 10 日現在・順不同 )

☆学校給食センターが完成し
　　　　　　中学校給食がスタート（８月）

　給食センターが稼働を開始し、市内中学校

でも待望の学校給食がスタートしました。な

お、給食米には日野町産の海藻肥料を使用し

た海藻米が使用されています。

☆境港の大恩人 漫画家・水木しげる先生が

                            亡くなられる（１１月）

　境港市出身で、ゲゲゲの鬼太郎の作者とし

て知られる漫画家・水木しげる先生が１１月

３０日、お亡くなりになりました。

　心よりご冥福をお祈りいたします。
☆水木しげるロード
　　リニューアルへ向けて（３、１１月）

　水木しげるロードリニューアル計画は、3

月に基本設計が策定され、着々と進行してい

ます。１１月には実際に車道を一方通行化す

る、交通社会実験が行われました。

☆スカイマーク便が米子鬼太郎空港から撤退（８月）

　スカイマーク社は米子－神戸便および米子

－那覇便を運休とし、米子鬼太郎空港から完

全撤退しました。
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【７月】

◇ふるさとハローワーク

リニューアル　◇ピアノ

コンクール　◇妖怪ジャ

ズフェスティバル

【８月】

◇地籍調査開始　◇戦後

70年記念展示　◇第21

回環日本海拠点都市会議　

◇ペーロン・ボートレー

ス大会　

【９月】

◇境港市原子力発電所環

境安全対策協議会を設置　　

◇みんなで選ぶ境港の水

産加工大賞開催　◇ゲタ

とばし大会　◇くれぱす

ベーカリー開店

【10月】

◇マイナンバー制度開始　

◇デザイン公募による３

代目大漁旗完成　◇水産

まつり　◇シェイクアウ

ト・津波避難訓練　◇鬼

太郎カップ駅伝　◇境港

市人口ビジョン・境港市

総合戦略を策定

【11月】

◇市表彰式、ダイヤモン

ド婚・金婚式典　◇読書

まつり　◇男女共同参画

講演会　◇さかな・妖怪

ウォーク　◇オレンジリ

ボンたすきリレー　◇学

校活動用バス導入

【12月】

◇山陰いいものマルシェ　

◇人権ふれあいフェス

ティバル　◇水木しげる

ロード大感謝祭　　

【年間】

◇がん検診受診率が大幅

に向上

☆境港総合技術高校弓道部が
　　　　　インターハイで全国制覇（８月）

　境港総合技術高校弓道部が奈良県で行われ

たインターハイに出場し、決勝では皆
かい

中
ちゅう

（全

射的中）という素晴らしい成績で女子団体優

勝を果たしました。

☆みなと祭が第７０回を迎え、盛大に開催（７月）

　みなと祭が第７０回の節目を迎え、市内各

所で盛大に開催されました。花火大会も例年

より球数を増やし、夏の夜空を彩りました

☆子育て支援が充実しました（年間）

　子ども・子育て支援新制度がスタートし、

公立保育所の名称変更や、第３子以降の保育

料無償化など子育てに関する施策の充実が図

られました。

☆今年のクルーズ船寄港数が過去最高に（年間）

　今年も多くのクルーズ船が寄港し、過去最

高の寄港数を記録しました。竹内南地区貨客

船ターミナル整備事業がスタートし、今後も

クルーズ船の寄港が期待されます。

☆耐震診断の結果、市民体育館が使用停止に（２月）

　境港市民体育館（第１体育館）が耐震診断

の結果、強度不足であると判明したため、安

全を考慮し使用を停止しました。

☆夕日ヶ丘地区の今後の発展に期待（年間）

　夕日ヶ丘団地の定期借地権契約が好調に推

移し、販売とあわせた契約件数が３００件を

超えました。大型商業施設進出に伴う利便性

の向上により、街並み形成の更なる促進が期

待されます。
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申
告
の
準
備
は
お
早
め
に
！

　

 
還
付
申
告
の
受
付
は

　
　
　

2
月
１
日
（
月
）
か
ら
行
い
ま
す

　

境
港
市
で
は
、
還
付
申
告
、
市
・
県
民
税
の
申
告

相
談
を
２
月
１
日
（
月
）
か
ら
行
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
が
始
ま
る
２
月
16
日
（
火
）
以
降
は
大

変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
還
付
申
告(

所
得
税)

　

給
与
や
年
金
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額

が
、
本
来
課
税
さ
れ
る
所
得
税
額
よ
り
も
多
い
人

や
、多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人（
医
療
費
控
除
）、

住
宅
の
取
得
や
一
定
の
増
改
築
の
た
め
に
金
融
機
関

か
ら
借
り
た
借
入
金
残
高
が
あ
る
人
（
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
）
な
ど
は
申
告
を
す
る
と
、
納
め
過
ぎ

の
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

な
お
、
米
子
税
務
署
で
の
還
付
申
告
の
受
付
は
既

に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
市
・
県
民
税
の
申
告

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
境
港
市
に
住
所
が
あ

る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。（
市
・
県
民
税
に
つ
い

て
は
、
申
告
不
要
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

　

②
給
与
収
入
の
み
で
年
末
調
整
さ
れ
て
い
る
人

　

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
人

※
申
告
の
必
要
が
な
い
②
、
③
の
人
で
も
、「
源
泉

徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の
控
除
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

所
得
証
明
書
等
の
発
行
や
国
民
健
康
保
険
税
の
判
定

な
ど
に
影
響
が
あ
る
た
め
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
。

申
告
に
関
す
る
大
切
な
お
知
ら
せ

　

昨
年
ま
で
税
務
署
が
実
施
し
て
い
た
「
ｅ
‐
ｔ
ａ

ｘ
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
ｅ
‐
ｔ

ａ
ｘ
で
の
申
告
に
は
押
印
が
不
要
で
す
が
、
今
年
の

市
民
会
館
で
は
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ
で
の
申
告
は
出
来
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
印
章
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
申
告
期
間
中
、
本
庁
税
務
課
の
窓
口
で
は
作
成
済

み
の
申
告
書
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
所
得
税
の
確
定
申

告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。　

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
そ
の
ま
ま
提
出

で
き
ま
す
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

   h
ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp
/

申 告 に 必 要 な も の申 告 に 必 要 な も の
□ 印章（スタンプ印は不可）
□ 申告者本人名義の振込先口座がわかる通帳など（還付の場合）
□ 所得額が分かるもの
　①給与所得や公的年金に係る雑所得のある人　⇒　源泉徴収票

　②個人年金、生命保険の一時金や損害保険の満期返戻金などのある人

　　⇒　支払調書などの支払いの明細が分かるもの

　③総合課税の配当のある人（分離課税分は除く）

　　⇒　当該配当に関する支払通知書や特定口座年間取引報告書など

□ 控除額が分かるもの
　①生命保険料控除、地震保険料控除を受ける人　⇒　支払い保険料などの証明書

　②社会保険料控除を受ける人　⇒　健康保険料などの支払い額が分かるもの

　　※国民年金保険料の支払いがある人は「社会保険料（国民年金保険料）

　　　控除証明書」の添付が必要です。

　③本人および控除対象配偶者、扶養親族で障害者控除を受ける人

　　⇒　障害者手帳、療育手帳など

　④寄附金控除を受ける人　⇒　寄付金の内容がわかる領収書など

　　【ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人へ】

　　  　ふるさと納税ワンストップ特例をご利用の人は、原則、申告不要で寄付金　

　　  税額特別控除（住民税）が受けられます。

　　  　申告書を提出すると、特例申請は無効となりますので、必ず特例分を含め

　　  た全ての寄付金の証明書をご持参下さい。

　⑤医療費控除を受ける人（左ページ参照）

　⑥住宅借入金等特別控除を受ける人（左ページ参照）　

【と　き】

　２月１日（月）～３月１５日（火）

　◇受付

　　午前８時半～午後４時

　◇申告相談

　　午前９時～正午

　　午後１時～５時

　　※土・日・祝日は休み

【ところ】

　市民会館第１会議室（２階）

※受付順に申告相談を行います。混

み合う際は長時間お待ちいただく場

合があります。

▼問い合わせ先

◇米子税務署　

　（☎３２－４１２１）

◇税務課市民税係

　（☎４７－１０１７）
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　昨年中に、本人や家族が病気やけがなど

で治療を受けた際に支払った医療費は、右

図の計算方法で、医療費控除として所得か

ら差し引かれます。

◎

対象となる主なもの

◇医師や歯科医師による診療・治療の費用

◇入院費（食事代を含む）

◇治療・療養に必要な医薬品の購入費

◇医師の処方に基づく治療のためのマッサージ、指圧、は

　り、きゅう、柔道整復による施術費

◇主治医の証明を受けた介護用おむつの購入費

◇介護保険サービスを利用した場合の領収書に記載されて

　いる医療費控除相当分（医療費控除対象金額の記載のあ

　る領収書が必要）

◎

対象とならない主なもの

◇インフルエンザ等の予防接種の費用

◇美容整形の費用

◇疾病予防、健康増進のための医薬品の購入費

◇通院のための自動車のガソリン代、駐車料金

▲

必要な書類

◇医療費の領収書

◇保険金等で補てんされる金額の分かるもの

※寝たきり等で介護用おむつの購入費を申告する場合は、

「おむつ使用証明書」も必要です。

▲

申告の際の注意

　医療費控除を受けるには、治療を受けた人ごとの病院別

に集計した明細書（様式は問いません）が必要です。

　明細書を記入する際は、保険金などで補てんされる金額

を忘れずに記入してください。まだ受け取っていない保険

金などがある場合は、予定額を記入してください。

　領収書の返却を希望する場合は、後日返却となりますの

で、その旨明記してください。郵送希望の人は返信用封筒

（切手付）も必要です。なお、市民会館の申告相談で「市・

県民税申告」をされる場合には、その場で返却します。

　住宅ローン等を利用して住宅を新築や購入、増改築など

をした場合、次の要件をすべて満たすと、住宅借入金等特

別控除を受けることができます。

▲

要件

◇住宅取得後６カ月以内に入居し、引き続き入居している

◇床面積が５０平方㍍以上の家屋

◇家屋の床面積の２分の１以上を自分が住むために使用し

　ている

◇新築等のための返済期間が１０年以上となる借入金（家屋

　とともに取得した住宅敷地用土地の借入金も含む）がある

◇合計所得金額が３千万円以下の人

◇入居した年または前後２年以内の間に「居住用財産の譲

　渡所得の課税の特例」などの特例を受けていない

◇増改築などの工事の場合、工事費用が１００万円を超え

　るもの

▲

必要な書類

◇住民票の写し（原本）

◇家屋、土地（家屋とともに土地を取得した場合）の登記簿

　謄本

◇借入金の年末残高等証明書

◇請負（売買）契約書など家屋・土地の取得年月日・床面積・

　取得価格が分かる書類（印紙が貼ってあるもの）の写し

◇補助金等がある場合、補助金等の額または住宅取得資金　

　の贈与を受けた額がわかるものの写し

◇増改築の場合は、建築確認済証・検査済証の写しまたは

　建築士等から交付を受けた増改築等工事証明書

住宅借入金等特別控除住宅借入金等特別控除
◎住宅に関するその他の特別控除

　次の控除を受ける場合は左記要件と異なるものがあ

りますので、事前に米子税務署で要件や必要書類等を

ご確認ください。

◇バリアフリー改修工事、省エネ改修工事に係る特定

　増改築等住宅借入金等特別控除

◇認定長期優良住宅、認定低炭素住宅の新築等に係る

　借入金等特別控除

◇住宅耐震改修特別控除

◇住宅特定改修特別税額控除

◇認定長期優良住宅新築等特別税額控除

◎市・県民税の住宅借入金等特別税額控除

　平成13年 1月 1日から18年 12月 31日、21年

1月1日から27年12月31日までの間に居住し、所

得税の住宅借入金等特別控除を受けた人で、所得税か

ら控除しきれなかった金額がある場合は、次のいずれ

かのうち少額のものが翌年度の市・県民税に住宅借入

金等特別控除として適用されます。

◇所得税の住宅借入金等特別控除可能額のうち所得税

　から控除しきれなかった額

◇所得税の課税総所得金額等の額の５％（居住開始日

　が平成26年 3月末まで：最高97,500円）、また

　は７％（居住開始日が平成26年 4月以降：最高

　136,500円）

平成27年中

に支払った

医療費

保険金などで補

てんされる金額

（※１）

10万円または

所得金額の５％

（少ない額）

医療費控除額

（最高200万円）

※１．健康保険などから支給を受ける高額療養費や出産育児一時金、

　　　生命保険の医療保険金や入院給付金など

計算方法

－ ＝－

医 療 費 控 除医 療 費 控 除
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市
政
概
要
の
報
告
に
先
立
ち
ま
し

て
、
水
木
し
げ
る
先
生
の
ご
逝
去
に
あ

た
り
、
ふ
る
さ
と
境
港
に
限
り
な
い
愛

情
を
注
い
で
、
本
市
を
今
日
の
興
隆
へ

と
導
い
て
下
さ
い
ま
し
た
先
生
に
改
め

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

市

政

概

要

報

告 

平
成
27
年
度
の
財
政
見
通
し

　

歳
入
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
償
却
資
産
の
伸
び

に
よ
る
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
概
ね
当
初
予

算
額
に
見
合
う
収
入
は
確
保
で
き
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方

交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
も
、
普
通
交
付

税
が
当
初
予
算
額
を
下
回
る
決
定
額
と

な
っ
た
も
の
の
、
特
別
交
付
税
と
合
わ

せ
た
交
付
総
額
は
、
当
初
予
算
額
を
下

回
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
一
般
財
源
に
、
国
庫
支
出
金

な
ど
歳
出
に
連
動
す
る
特
定
財
源
を
加

え
た
歳
入
総
額
は
、
予
算
に
見
合
う
額

を
確
保
で
き
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
も
、
予

定
し
て
お
り
ま
す
諸
事
業
は
、
国
の
地

方
創
生
関
連
事
業
に
対
応
し
た
繰
越
事

業
と
併
せ
ま
し
て
、
概
ね
順
調
に
実
施

で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
予
算
編
成
方
針

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
15
年

度
よ
り
行
財
政
改
革
に
本
格
的
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
に
よ
る
、
市
債
残
高
の
大

幅
な
縮
減
や
基
金
の
増
加
な
ど
、
一
定

の
財
政
健
全
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

義
務
教
育
施
設
の
耐
震
改
修
や
給
食
セ

ン
タ
ー
建
設
な
ど
の
大
型
投
資
事
業
に

取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴

う
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
大
に
加
え
、

市
民
体
育
館
の
耐
震
改
修
や
美
保
飛
行

場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
中
で
計
画

し
て
い
る
新
た
な
交
流
と
防
災
の
拠
点

施
設
整
備
な
ど
の
大
規
模
事
業
を
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
ほ
か
、
歳
入
に

お
い
て
は
、
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税

収
入
は
顕
著
な
好
転
が
見
込
め
ず
、
地

方
交
付
税
も
減
少
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
の
財
政
状
況
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
一
時
期
の
危
機
的
な
状
況
は

脱
し
た
も
の
の
、
未
だ
将
来
に
わ
た
り

楽
観
で
き
る
状
況
に
は
な
い
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
自
立
持
続

可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
市
民
生

活
に
密
着
し
た
施
策
や
喫
緊
の
課
題
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
規
律
あ
る
財
政
運
営
に
努
め
、
財

源
配
分
の
重
点
化
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
の
克
服
と
地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
、

10
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
境
港
市
総

合
戦
略
に
基
づ
き
、
厳
し
い
財
政
運
営

の
中
、
事
業
を
厳
選
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

連
携
強
化
に
よ
る
一
体
的
発
展

　

本
年
度
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
市
長
会
で
は
、
環
日
本
海
国
際
フ
ェ

リ
ー
の
運
航
支
援
や
ク
ル
ー
ズ
客
船
寄

港
時
の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
新
た

に
、
圏
域
の
官
民
組
織
が
連
携
し
て
山

陰
が
誇
る
「
い
い
も
の
」
を
再
発
掘
し
、

そ
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
す
る
山
陰
い

い
も
の
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
や
、
中
海
・

宍
道
湖
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
10
周

年
を
記
念
し
た
鳥
取
・
島
根
両
県
と
の

共
催
に
よ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ

き
ま
し
て
も
、
人
口
減
少
に
対
し
圏
域

と
し
て
ダ
ム
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
、

圏
域
版
の
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
本
年

度
、
国
の
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生

活
等
緊
急
支
援
交
付
金
の
上
乗
せ
交
付

分
を
活
用
し
、
関
西
圏
、
中
京
圏
で
の

観
光
Ｐ
Ｒ
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
な
ど

を
実
施
す
る
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
圏
域
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

環

日

本

海

交

流

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
は
、
１
月

か
ら
10
月
末
ま
で
に
境
港
・
東ト
ン
へ海

間
を

40
往
復
運
航
し
、
旅
客
数
は
２
万
２
０

０
０
人
余
で
、
前
年
比
１
５
４
％
と
な

っ
て
お
り
、
好
調
に
推
移
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
同
フ
ェ
リ
ー
と
ア
シ
ア
ナ
航

空
を
組
み
合
わ
せ
た
韓
国
江カ
ン
ウ
ォ
ン
ド

原
道
ツ
ア

ー
が
６
月
と
11
月
に
実
施
さ
れ
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
増

加
に
向
け
た
取
り
組
み
も
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
境
港
発
着
の
貨
物
量
は
、
ロ

シ
ア
経
済
の
低
迷
に
よ
り
大
き
く
減
少

し
、
約
４
１
０
０
ト
ン
で
、
前
年
比
87

％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
７
月

に
開
始
し
た
舞
鶴
港
へ
の
追
加
寄
港
に

よ
る
貨
物
の
確
保
に
よ
り
、
航
路
の
収

益
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

境
港
の
利
用
促
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

境
港
貿
易
振
興
会
が
９
月
に
東
京
、
11

月
に
松
江
で
境
港
利
用
促
進
懇
談
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
東
京
会
場
で
は
、

過
去
最
高
と
な
る
２
０
７
人
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
境
港
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山

圏
域
市
長
会
が
、
11
月
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
市
に
お
い
て
、
圏
域
の
物
産
品
の

販
売
促
進
活
動
を
通
じ
た
鳥
取
・
島
根

ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
だ
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

米
子
‐
ソ
ウ
ル
便
に
つ
き
ま
し
て
は
、

マ
ー
ズ
収
束
後
、
利
用
が
回
復
し
、
10

月
末
現
在
の
搭
乗
率
は
64
・
２
％
で
、

特
に
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
10
月
の

搭
乗
率
は
83
・
９
％
と
好
調
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
。

 
月
定
例
市
議
会
報
告

　

12
月
定
例
市
議
会
が
12
月
２
日
か
ら
18
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
中
村
市
長
か
ら
市
政
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

定
例
市
議
会
で
は
、平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
「
平
成
26
年
度
一
般
・
特
別
会
計
の
決
算
関
係
議
案
」
に
つ
い

て
も
、
決
算
審
査
特
別
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
を
受
け
、
す
べ
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
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観

光

振

興

　

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
地

で
の
旅
行
会
社
と
の
商
談
会
に
参
加
す

る
な
ど
、
積
極
的
に
誘
客
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
バ
ス
料
金
の
値

上
が
り
に
伴
い
、
団
体
利
用
客
が
減
少

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
の
観
光
入
込
客
数
は
、
10
月
末

現
在
で
１
６
４
万
人
余
と
前
年
比
82
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
年
間
２
０
０
万

人
達
成
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
来
年
２
月
１
日

の
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
ホ
テ
ル
の
開
業
を
控

え
、
滞
在
型
観
光
地
へ
の
対
応
・
充
実

を
図
る
た
め
、
現
在
、
夜
の
観
光
案
内

マ
ッ
プ
の
作
成
お
よ
び
水
木
し
げ
る
記

念
館
前
庭
と
河
童
の
泉
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
誘
客
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
促
進
策
と
し
て
、

10
月
に
台
湾
で
開
催
さ
れ
た
台
中
旅
行

博
覧
会
に
、
鳥
取
県
お
よ
び
北
栄
町
と

共
同
出
展
し
、
漫
画
・
ア
ニ
メ
を
活
用

し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
と
商
談
会
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
、
境
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

寄
港
回
数
は
、
23
回
を
数
え
、
国
内
外

か
ら
過
去
最
高
と
な
る
約
１
万
９
０
０

０
人
の
お
客
さ
ま
が
、
山
陰
両
県
の
観

光
地
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
子
鬼
太
郎
空
港
に
お
き
ま

し
て
は
、
本
年
の
春
に
続
い
て
、
初
め

て
と
な
る
秋
の
香
港
チ
ャ
ー
タ
ー
便
ツ

ア
ー
が
10
月
21
日
か
ら
始
ま
り
、
年
末

に
か
け
て
16
往
復
の
運
航
が
予
定
さ
れ
、

最
大
で
延
べ
２
６
０
０
人
余
の
お
客
さ

ま
の
来
訪
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

水

産

業

　

境
漁
港
に
お
け
る
１
月
か
ら
10
月
末

ま
で
の
水
揚
量
は
、
10
万
９
０
０
ト
ン

余
で
、
前
年
比
１
０
８
％
、
ま
た
、
水

揚
金
額
も
１
５
６
億
７
０
０
０
万
円
余

で
、
前
年
比
１
０
４
％
と
好
調
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
。

　

資
源
の
減
少
、
魚
価
の
低
迷
な
ど
厳

し
い
状
況
の
中
、
昨
年
度
策
定
し
た
浜

の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
で
計
画
さ
れ
て
い

る
、
べ
に
ず
わ
い
が
に
漁
業
の
収
益
改

善
を
め
ざ
し
た
、
新
船
建
造
の
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
境
港
地
域

水
産
業
構
造
改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

協
議
会
で
は
、「
船
型
や
プ
ロ
ペ
ラ
の

改
良
と
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
漁

船
の
省
エ
ネ
化
」、「
船
内
冷
却
水
槽
の

導
入
や
フ
タ
付
コ
ン
テ
ナ
の
導
入
に
よ

る
洋
上
・
陸
上
で
の
生
産
品
質
の
向
上
」、

「
活
魚
出
荷
や
県
外
量
販
店
と
の
直
接

取
引
な
ど
に
よ
る
販
路
拡
大
」
に
取
り

組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
26
日
に
、
２
年
ぶ
り
と

な
る
第
６
回
み
ん
な
で
選
ぶ
境
港
の
水

産
加
工
大
賞
が
開
催
さ
れ
、
会
場
は
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
中
の
２
社
が
10
月

に
三
重
県
鳥
羽
市
で
開
催
さ
れ
た
、
み

な
と
オ
ア
シ
ス
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国

大
会
に
参
加
さ
れ
、
境
港
の
水
産
加
工

品
の
魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

農

業

　

本
市
特
産
の
白
ね
ぎ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
９
月
に
米
子
市
に
あ
り
ま
す
白
ね

ぎ
共
同
選
果
場
の
老
朽
化
に
伴
う
改
装

工
事
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
出
荷
調

整
ラ
イ
ン
を
分
割
し
た
こ
と
に
よ
り
、

効
率
的
な
稼
働
と
作
業
の
安
全
性
が
確

保
さ
れ
、
利
用
者
の
利
便
性
お
よ
び
製

品
率
の
向
上
も
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
収
穫
イ
ベ
ン

ト
等
に
よ
る
交
流
や
高
校
や
大
学
と
の

共
同
商
品
開
発
、
伯
州
綿
を
活
用
し
た

高
校
で
の
授
業
の
企
画
な
ど
伯
州
綿
を

通
じ
て
多
く
の
人
々
と
関
わ
り
を
持
ち

な
が
ら
積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

商

工

業

　

Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
ホ
テ
ル
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
天
然
温
泉　

境
港　

夕ゆ

う

な

ぎ凪
の

湯　

御お

ん

や

ど宿　

野の

の乃
」
と
い
う
名
称
で
、

来
年
２
月
１
日
に
開
業
す
る
こ
と
が
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
客
室
１
９
５
室
に

レ
ス
ト
ラ
ン
や
露
天
風
呂
を
備
え
た
地

上
12
階
建
て
の
癒
し
の
宿
と
し
て
、
滞

在
型
観
光
の
促
進
と
と
も
に
雇
用
や
地

域
経
済
に
、
新
た
な
活
力
と
大
き
な
波

及
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

鳥
取
県
西
部
創
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
創
業
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

特
定
創
業
支
援
の
認
定
を
受
け
た
４
人

が
、
市
内
で
小
売
業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス

業
を
開
業
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
道
路

の
詳
細
設
計
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

９
月
に
、
国
の
「
道
路
に
関
す
る
新
た

な
取
り
組
み
の
現
地
実
証
実
験
」
の
公

募
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

地
元
関
係
者
な
ど
と
共
に
、
水
木
し
げ

る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
社
会
実
験
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
11
月
21
日
か
ら
29

日
ま
で
の
９
日
間
、
一
方
通
行
や
歩
道

の
拡
幅
に
よ
る
交
通
へ
の
影
響
調
査
な

ど
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
協
議
会
に
お
い
て
、
実
験
の

効
果
と
影
響
を
検
証
し
、
詳
細
設
計
に

反
映
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

夕
日
ヶ
丘
団
地
の
市
街
化
促
進

　

夕
日
ヶ
丘
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
定
期
借
地

権
制
度
の
利
用
が
引
き
続
き
好
調
で
、

10
月
末
ま
で
の
契
約
件
数
は
、
す
で
に

昨
年
度
の
18
件
を
上
回
る
22
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
内
に
進
出
す
る
大
型
デ

ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア
に
つ
き
ま
し
て

は
、
９
月
29
日
に
事
業
用
借
地
権
設
定

契
約
を
締
結
し
、
来
年
２
月
の
開
店
に

向
け
、
工
事
が
本
格
化
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
市
街
化
促
進
に
さ
ら
な
る
弾
み

が
つ
く
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を
見
据
え
、
積

極
的
に
定
期
借
地
権
制
度
の
周
知
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
と
魅
力
向
上

を
図
る
、
夕
日
ヶ
丘
地
区
中
海
か
わ
ま

ち
づ
く
り
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

月
中
に
国
へ
認
定
申
請
を
行
う
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本
年
度
中
に
は
登
録
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
国
に
よ
る

親
水
護
岸
整
備
な
ど
、
計
画
に
基
づ
く

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１２月定例市議会報告

水木しげるロードリニューアル社会実験

水

木

し

げ

る

ロ

ー

ド

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

事

業

夕
日
ヶ
丘
団
地
の
市
街
化
促
進
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公

共

下

水

道

の

整

備

　

公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
馬
場
崎
町
か
ら
中
野
町
ま
で
の
Ｊ

Ｒ
境
線
周
辺
に
お
け
る
工
事
発
注
を
完

了
し
、
面
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
本
年
度
末
の
人
口
普
及
率
は

約
68
％
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
海
側
の
早
期
整
備
を
め
ざ

し
、
平
成
33
年
度
ま
で
の
事
業
計
画
区

域
と
し
て
、
渡
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
と
、

県
道
米
子
境
港
線
お
よ
び
市
道
外
港
外

江
線
以
南
の
外
江
地
区
、
な
ら
び
に
米

川
町
な
ど
約
２
１
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
拡

大
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年
度
か
ら

の
着
工
に
向
け
、
汚
水
管
渠
等
の
実
施

設
計
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

下
水
道
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
25
年
度
に
着
工
し
た
水

処
理
施
設
の
増
設
工
事
が
本
年
中
に
完

了
す
る
予
定
で
あ
り
、
長
寿
命
化
計
画

に
沿
っ
て
、
既
存
の
水
処
理
設
備
や
主

ポ
ン
プ
設
備
の
改
築
工
事
に
も
着
手
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い
る
、
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥
の
処

理
を
、
下
水
道
セ
ン
タ
ー
で
行
え
る
よ

う
に
、
汚
泥
等
受
入
施
設
の
整
備
等
に

も
着
手
い
た
し
ま
す
。

防

災

対

策

　

本
年
度
は
、
鳥
取
県
西
部
地
震
か
ら

15
年
の
節
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
10

月
３
日
に
、
地
震
・
津
波
避
難
訓
練
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

市
内
全
域
で
の
地
震
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
に
は
、

約
１
８
０
０
人
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

外
江
、
余
子
、
中
浜
の
３
地
区
に
お

い
て
実
施
し
た
津
波
避
難
訓
練
で
は
、

民
間
施
設
を
含
め
た
26
カ
所
の
津
波
一

時
避
難
所
に
、
７
８
５
人
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
避
難
し
て
い
た
だ
き
、
避
難
経

路
の
確
認
や
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

の
啓
発
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

10
月
23
日
の
災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練

に
お
い
て
、
国
と
鳥
取
・
島
根
両
県
お

よ
び
６
市
に
よ
る
テ
レ
ビ
会
議
を
行
い
、

情
報
の
共
有
や
指
示
伝
達
の
訓
練
を
行

っ
た
ほ
か
、
10
月
25
日
に
は
、
渡
、
境
、

上
道
、
誠
道
の
４
地
区
か
ら
、
１
１
５

人
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
で
は
、
放
射
性
物
質
放
出

後
を
想
定
し
、
雨
具
や
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
い
た
だ
き
、
災
害
時
に
実
際
使
用

す
る
伯
耆
町
の
避
難
退
域
時
検
査
会
場

で
被
ば
く
検
査
を
行
っ
た
の
ち
、
原
子

力
防
災
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
訓
練
で
の
課
題
を
検
証
し
、

よ
り
避
難
計
画
の
実
効
性
を
高
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

島
根
原
子
力
発
電
所
の
防
災
対
策
費

と
し
て
、
鳥
取
県
が
中
国
電
力
か
ら
受

け
る
寄
付
金
６
億
円
の
取
り
扱
い
に
つ

い
て
、
11
月
13
日
、
米
子
市
長
と
と
も

に
鳥
取
県
知
事
か
ら
説
明
を
受
け
、
両

市
が
６
０
０
０
万
円
ず
つ
の
配
分
を
受

け
る
こ
と
で
合
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の
周
辺
自
治

体
に
も
原
子
力
防
災
対
策
に
必
要
な
財

源
を
国
が
措
置
す
る
よ
う
県
と
両
市
が

連
名
で
要
望
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

美
保
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
構
想

策
定
支
援
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学

識
経
験
者
と
関
係
団
体
の
代
表
者
で
構

成
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
等

を
踏
ま
え
、
交
流
と
防
災
の
拠
点
施
設

と
し
て
計
画
し
て
い
る
各
施
設
の
規
模

や
自
衛
隊
員
と
の
交
流
等
に
つ
い
て
協

議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
検

討
委
員
会
を
今
後
３
回
程
度
開
催
し
、

本
年
度
中
に
基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

社

会

教

育

　

10
月
18
日
に
開
催
し
た
日
韓
ロ
国
際

交
流
第
15
回
鬼
太
郎
カ
ッ
プ
境
港
駅
伝

競
走
大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、ロ
シ
ア
・

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
か
ら
も
参
加
を
い

た
だ
き
、
県
内
外
の
有
力
な
実
業
団
チ

ー
ム
等
と
共
に
健
脚
を
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
前
日
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

40
人
の
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
と
交
流
し
て
い

た
だ
き
、
児
童
に
と
り
ま
し
て
は
、
非

常
に
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で

本
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
」
を
テ
ー
マ

に
11
月
29
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
、

第
11
回
境
港
市
読
書
活
動
推
進
大
会
で

は
、
現
役
医
師
や
消
防
士
の
「
読
み
メ

ン
」
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
っ

て
い
た
だ
き
、
幅
広
い
年
代
の
皆
さ
ん

に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

子

育

て

支

援

　

本
市
で
は
、
平
成
14
年
度
に
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
を
開
始
し
、
そ
の
後
も
、

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
プ
ラ
ス
、
妊
娠
期
か

ら
の
読
み
聞
か
せ
事
業
な
ど
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
先
進
的
な
事
業
展
開
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

初
年
度
に
対
象
と
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん

が
、
中
学
一
年
生
と
な
っ
た
節
目
の
年

と
し
て
、
こ
の
運
動
の
統
括
団
体
で
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
連
携
し
、

全
国
に
先
駆
け
て
記
念
事
業
を
開
催
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
３

月
の
実
施
に
向
け
、
読
み
聞
か
せ
団
体

な
ど
関
係
者
と
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
中
の
11
月

７
日
に
、
啓
発
事
業
と
し
て
鳥
取
県
西

部
地
区
の
関
係
機
関
が
合
同
で
オ
レ
ン

ジ
リ
ボ
ン
た
す
き
リ
レ
ー
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
保
育
士
、
教
員
、
警
察

官
や
医
療
関
係
者
な
ど
85
人
の
ラ
ン
ナ

ー
と
、
沿
道
か
ら
の
声
援
な
ど
を
含
め
、

約
７
０
０
人
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
で
は
児
童
虐
待
件
数
が
年
々
増

加
す
る
中
、
本
市
は
件
数
も
少
な
く
、

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
に
向
け
、

啓
発
活
動
や
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

防

災

対

策

原子力防災避難訓練

オレンジリボンたすきリレー
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生

活

困

窮

者

へ

の

支

援

　

生
活
困
窮
状
態
に
あ
る
人
々
を
支
え

て
い
く
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
、
本
年
４
月
か
ら
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
経
済
的
な
自

立
の
み
な
ら
ず
日
常
生
活
で
の
自
立
に

向
け
て
、
個
々
の
状
態
に
応
じ
た
支
援

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
身
辺
自
立

の
た
め
の
助
言
や
就
職
面
接
の
練
習
な

ど
の
就
労
支
援
、
住
居
確
保
給
付
金
の

給
付
な
ど
、
10
月
末
現
在
で
16
件
の
支

援
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。高

齢

者

福

祉

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
境
港
市
包
括
ケ
ア
推
進
協
議

会
や
境
港
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
市

域
を
２
地
区
に
分
け
、
法
人
に
委
託
す

る
形
を
改
め
、
市
直
営
に
よ
る
１
カ
所

で
運
営
し
て
い
く
方
向
で
議
論
を
深
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
詳
細
に
つ
い
て
さ
ら
に
関
係

機
関
と
協
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

国

民

健

康

保

険

　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計

に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
療
費
が
増
え
続

け
る
中
、
平
成
24
年
度
に
は
保
険
税
の

税
率
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
随
時
行
い
な
が

ら
収
支
を
保
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

本
年
度
末
に
は
、
予
算
計
上
し
て
い
る

繰
り
入
れ
を
行
っ
て
も
な
お
、
大
幅
な

財
源
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
現
在
、
本
市
、
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

保
険
税
の
改
定
を
は
じ
め
、
平
成
28
年

度
か
ら
の
保
険
財
政
の
運
営
に
つ
い
て

ご
審
議
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

マ

イ

ナ

ン

バ

ー

制

度

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
、
市
民
の
一
人
ひ
と
り
に
個
人
番

号
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
カ
ー
ド
の
送

付
が
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
11
月

18
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

居
所
を
変
更
さ
れ
た
人
や
、
簡
易
書

留
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
人
の
通
知
カ

ー
ド
は
、
来
週
に
は
市
に
返
戻
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の

人
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
番
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
性
が
高
く
、
極
め
て
慎
重
な

取
り
扱
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
来
年

１
月
か
ら
始
ま
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
の

交
付
と
あ
わ
せ
、
引
き
続
き
適
正
な
事

務
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
一
般
会
計
の
補
正
予
算

《
歳
出
の
主
な
内
容
》

【
総
務
費
】

　

夕
日
ヶ
丘
地
区
の
定
期
借
地
契
約
の

締
結
に
伴
う
、
境
港
市
土
地
開
発
公
社

か
ら
の
土
地
購
入
費
９
８
１
４
万
円
余
、

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
費
な
ど
平
成
26
年
度

に
県
か
ら
受
け
た
補
助
金
の
精
算
に
伴

う
返
還
金
２
９
１
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ

増
額
。

【
民
生
費
】

　

国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
３
４
２
万
円
余
、
医
療
扶
助
費

等
の
増
加
に
伴
う
生
活
保
護
扶
助
費

５
７
７
７
万
円
余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
を
振
り
返
り
、
取
り
組
み
の
発

展
に
つ
な
げ
る
た
め
の
講
演
会
開
催
経

費
26
万
円
余
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
等

へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ

い
て
、
新
型
ワ
ク
チ
ン
導
入
に
伴
う
予

防
接
種
委
託
料
３
４
５
万
円
余
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
か
ら
排
出
さ
れ
る
紙
お
む
つ

の
資
源
化
委
託
料
13
万
円
余
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
。

【
労
働
費
】

　

境
港
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
ひ
と
り
親
家
庭
等

に
対
す
る
助
成
金
25
万
円
余
を
増
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

鳥
取
県
が
開
発
し
た
低
コ
ス
ト
の
農

業
用
ハ
ウ
ス
を
整
備
す
る
農
業
者
に
対

す
る
助
成
金
２
０
４
万
円
余
、
渡
漁
港

に
設
置
し
て
い
る
桟
橋
等
を
撤
去
す
る

た
め
の
工
事
費
３
５
０
万
円
余
な
ど
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
商
工
費
】

　

市
内
で
創
業
す
る
事
業
者
を
支
援
す

る
た
め
の
、
創
業
時
設
備
導
入
費
等
に

対
す
る
助
成
金
２
０
０
万
円
を
増
額
。

【
土
木
費
】

　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
撤
去
す
る
建
物
所
有

者
に
対
す
る
助
成
金
５
０
０
万
円
、
修

繕
箇
所
の
増
加
に
伴
う
道
路
維
持
補
修

費
４
２
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
教
育
費
】

　

第
二
中
学
校
の
特
別
支
援
教
室
に
ト

イ
レ
を
設
置
す
る
経
費
78
万
円
、
体
育

施
設
お
よ
び
市
民
温
水
プ
ー
ル
の
施
設

管
理
費
の
増
加
等
に
伴
い
増
額
す
る
指

定
管
理
委
託
料
６
９
３
万
円
余
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
。

【
人
件
費
】

　

職
員
の
人
事
異
動
お
よ
び
育
児
休
業

の
取
得
、
共
済
費
の
負
担
率
の
改
正
な

ど
に
よ
り
、
合
わ
せ
て
２
４
０
３
万
円

余
を
減
額
。

《
歳
入
の
主
な
内
容
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
な
ど
を

計
上
す
る
ほ
か
、
主
な
財
源
と
し
て
、

基
金
繰
入
金
を
増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
６
９
３
１
万
２
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
１
６
５
億
４
４
４
０
万
４

千
円
と
し
ま
し
た
。

《
債
務
負
担
行
為
》

　

可
燃
ご
み
焼
却
事
務
委
託
料
に
つ
い

て
、
米
子
市
と
境
港
市
と
の
可
燃
ご
み

焼
却
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
に
基

づ
く
実
施
細
則
を
締
結
す
る
た
め
、
ま

た
、
日
曜
休
日
応
急
診
療
所
お
よ
び
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
委
託
な
ら
び

に
市
民
バ
ス
の
運
行
管
理
委
託
に
つ
い

て
協
定
等
を
締
結
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
ま
し
た
。

１２月定例市議会報告
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■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
の
補
正

予
算

　

人
間
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み
が
順
調
な

こ
と
か
ら
、
受
診
の
定
員
を
１
１
０
人

増
や
し
、
５
１
０
人
と
す
る
た
め
の
委

託
料
等
３
４
２
万
６
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
46
億
２
７
０
８
万
７
千
円

と
し
ま
し
た
。

■
駐
車
場
費
特
別
会
計
の
補
正
予
算

　

観
光
客
な
ど
利
用
者
の
利
便
性
向
上

を
図
る
た
め
、
回
数
駐
車
券
に
よ
る
普

通
駐
車
使
用
料
の
割
引
を
実
施
す
る
た

め
の
経
費
11
万
９
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
１
億
７
５
２
３
万
１
千
円
と

し
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
の
補
正
予

算
　

職
員
の
異
動
等
に
伴
う
人
件
費
２
４

７
万
３
千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

28
億
３
２
１
０
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
事
務
以
外
で
個
人
番
号
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
お
よ
び

当
該
事
務
の
処
理
に
必
要
な
特
定
個
人

情
報
の
利
用
等
に
つ
い
て
規
定
を
定
め

ま
し
た
。

■
境
港
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
猶
予

制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
市
税
の
徴
収
の
猶
予
、
滞
納
処
分

に
よ
る
財
産
の
換
価
の
猶
予
に
係
る
所

要
の
規
定
を
整
備
す
る
等
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

■
境
港
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
を
境
港
市

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
自
ら
搬
入
す

る
場
合
の
処
理
手
数
料
を
無
料
と
す
る

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正

　

市
営
駐
車
場
の
普
通
駐
車
に
お
い
て
、

回
数
駐
車
券
に
よ
る
料
金
納
付
を
追
加

し
ま
し
た
。

■
境
港
市
下
水
道
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工

事
の
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
を
、
日

本
下
水
道
事
業
団
と
６
億
９
０
０
０
万

円
で
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て

■
境
港
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
と
な
っ
て
い
る
境
港
市
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
受
託
協
議
会
が
、

平
成
28
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
指
定
期

間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

同
協
議
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定

す
る
こ
と
に
つ
い
て

■
境
港
日
曜
休
日
応
急
診
療
所
の
指
定

管
理
者
と
な
っ
て
い
る
境
港
医
師
協
会

が
、
平
成
28
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
指

定
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
、
同
協
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

■
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
で

共
同
処
理
し
て
お
り
ま
す
事
務
の
う
ち
、

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設
置
お
よ
び

管
理
運
営
に
関
す
る
事
務
を
廃
止
す
る

こ
と
に
伴
い
、
同
組
合
規
約
の
一
部
を

変
更
す
る
協
議
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

■
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
視

聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
廃
止
に
伴
う
財

産
処
分
に
関
す
る
協
議
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て

陳
情
等
の
審
議
結
果

■
採　

択

◇
市
の
機
関
に
お
け
る
行
政
書
士
法
の

　

遵
守
徹
底
に
よ
る
窓
口
業
務
の
適
正

　

化
に
関
す
る
請
願

■
趣
旨
採
択

◇
請
願
書

■
不
採
択

◇
「
名
護
市
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設

　

凍
結
と
地
方
自
治
の
尊
重
、
国
民
的

　

議
論
の
推
進
を
日
本
政
府
に
求
め
る

　

意
見
書
」
提
出
に
関
す
る
陳
情

１２月定例市議会報告

境港市議会フェイスブック

　境港市議会は、新たな情報発信手段として、

フェイスブックの利用を開始しました。

　市議会ホームページに掲載された市議会情報

のほか市議会からのお知らせや活動報告などを

配信しますので、ぜひご覧ください。

【問い合わせ先】　議会事務局（☎47-1097）

▼と　き　１月３１日（日）　午前９時３０分～午後１時

▼ところ　保健相談センター

※託児あり（午前９時４５分～１１時４５分、事前の予約

が必要）

▼内　容

◇講堂イベント（午前９時４５分～１１時４５分）

　・講演会　「元気だからこそ自分の身体に目を向けよう」

　　　　　～見直そう生活習慣、続けよう健康診査～

　　　【講　師】　遠藤秀之さん（境港医師協会会長）

　・トーク＆ライブ　「家族で笑って心の健康」

　　　【講　師】石川達之さん

　　　　　　　　（シンガーソングライター講演師）

◇催し物（午前１１時４５分～午後１時）

　・測定コーナー

　　（骨密度、血管年齢、血圧・体組成・血糖値測定など）

　・ふれあいバザー（販売物有料）

・子どもたちと食改さんが作る手作り定食を１食２００円

で販売（限定１００食）

　【調理・販売をしてくれる子どもたちを募集します】

　　◆時　間　午前９時３０分～販売終了（午後１時頃）

　　◆対　象　年長児～小学生

　　◆募集人数　２０人

　　◆募集期限　１月８日（金）～２７日（水）

　　◆内　容　子どもたちだけで、おさかな料理・デ

　　　　　　　ザートを作り、販売します。

　　◆申し込み先　子育て支援課児童係

　　　　　　　　　　（☎４７‐１０４５）

◇展　示（午前９時３０分～午後１時）

　・市内保育園、幼稚園児の作品

　・赤ちゃん登校日の様子

　・まつぼっくり事業所通所者の作品

▼問い合わせ先　健康推進課　（☎４７‐１０４２）

～ 境 港 市 健 康 ま つ り ～～ 境 港 市 健 康 ま つ り ～

市報さかいみなと　12



マイナンバー制度のお知らせマイナンバー制度のお知らせ

　　通知カードを受け取っていない人へ

▲

住民登録をしている全ての人に、マイナンバーを記載した「通知カード」

を送付しました。

　転居やご不在等によりお渡しできなかった通知カードは、市民課窓口で

受け取ることができます。必要書類をお持ちのうえ、お越しください。

（詳しくは市報１２月号または市ホームページをご覧ください）

▲

出生や転入等で平成２７年１０月５日以降に住民登録した人にも、簡易

書留により順次郵送していますが、郵送が遅れています。今しばらくお待

ちください。

　　個人番号カードの交付を申請された人へ

【カードの受け取りについて】
　個人番号カードの交付申請をされた人は、「個人番号カード交付通知書（はがき）」がご自宅に届きます。

交付通知書が届いたら、市民課の窓口まで受け取りにお越しください。

交付には多少時間を要します。時間の余裕を持ってお越しください。

◇申請者本人が必要書類をお持ちのうえ、お越しください。

　病気や身体の障がい、その他やむを得ない理由により来庁が難しい場合に限り、代理人による受け取りも可能です。

◇全国の申請状況により、交付通知書の送付までに相当の日数を要することが予想されます。

【申請から受け取りまでの流れ】
①「個人番号カード交付申請書」に必要事項を記入し、同封の返信用封筒で送る。

　または、スマートフォンやパソコンから申請する。

②市役所から郵送される「個人番号カード交付通知書」を受け取る。

③交付通知書に記載された期限までに、必要書類を持って市民課の窓口へ行く。

④暗証番号（数字４桁）を設定し、個人番号カードを受け取る。

　署名用電子証明書の発行を希望した場合は、別に暗証番号（英数字６桁以上）を設定する。

※詳しくは通知カードに同封されているパンフレットをご覧ください。

通知カード

▼問い合わせ先　市民課市民係（☎47－1033）

来庁される人 必要な書類

本　　人

①個人番号カード交付通知書
②通知カード
③本人確認書類（運転免許証等）
④住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）

代　理　人

　　　※やむを得ない理由

　　　　がある場合

①個人番号カード交付通知書（「委任状」欄に記入する）
②本人の書類　　・通知カード
　　　　　　　　・本人確認書類（運転免許証等）
　　　　　　　　・住民基本台帳カード（お持ちの人のみ）
③代理人の本人確認書類
④代理権の確認書類（法定代理人の場合、戸籍謄本等）
⑤本人の来庁が困難であることを確認できる書類
　（診断書、身体障害者手帳、施設入所を確認できる書類等）

13　平成２８年１月



公共下水道の事業計画区域を拡大しました公共下水道の事業計画区域を拡大しました

　中海側における公共下水道の早
期整備をめざして、渡地区のほぼ
全域と、市道外港外江線以南の外
江地区、米川町などの区域２１３
ヘクタールを事業計画区域に追加
しました。追加区域では、おおむ
ね７年間で公共下水道を整備する
計画です。
　今後は、追加区域内を対象とし
て公共下水道の制度等の説明会を
開催し、現地調査や設計を行い、
平成２８年度から順次、下水道工
事を進めていきます。

▼下水道工事の概要
　　公共下水道は、汚水（トイレ、
　台所、風呂、洗濯などの生活排
　水）は下水道管へ、雨水は側溝
　等の水路へと別々に流します。
　　下水道工事では、道路の下に
　下水道管を埋設するほか、各敷
　地内に原則１カ所ずつ、汚水を
　集めて下水道管に流すための
　「公共汚水ます」を設置します。

▼説明会のご案内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※渡町19区は、別にご案内します
　
　※ 時間は14日と15日は午後6時30分から、その他は午後７時から、各回1時間の予定です。
　※ 地区指定がありますが、ご都合に合った日程に参加していただいて結構です。

日　　程 会　　場 対象地区指定

1 月 14日（木）保健相談センター 指定はありません

1月 15日（金）境西会館 米川町、清水町

1月 18日（月）渡６区会館 渡町６区

1月 19日（火）渡 11 区会館 渡町 11 区、18 区

1月 20日（水）渡１区会館 渡町１区

1月 21日（木）渡７区会館 渡町７区

1月 22日（金）西森岡会館 森岡町

1月 25日（月）渡４区会館 渡町４区

1月 26日（火）渡８区会館 渡町８区

日　　程 会　　場 対象地区指定

1 月 27日（水）渡５区会館 渡町５区

1月 28日（木）渡２区会館 渡町２区

1月 29日（金）渡西会館 渡町 16 区

2 月  1 日（月）渡３区会館 渡町３区

2月  3 日（水）芝町会館 芝町

2月  4 日（木）外江町会館 外江町６区、12 区

2 月  5 日（金）外江町会館 外江町５区、９区

2月  8 日（月）渡公民館 指定はありません

市報さかいみなと　14



浄化槽を正しく管理しましょう浄化槽を正しく管理しましょう

　浄化槽が正しく管理されていないと、汚れたままの水が側溝等に流れだしてしまい、生活環境が悪化
する原因となります。その影響は、原因となる建物だけでなく、隣接地、下流の川や海に及びます。
　浄化槽の維持管理として、次の３点「保守点検・清掃・法定検査」を必ず行ってください。

【法定検査の受検案内】
　　平成２７年度に「法定検査」を受検していない世帯に対して、下水道課から受検案内を送付します。
　同封の書類で鳥取県保健事業団に申し込みを行って、法定検査を必ず受検してください。

【長期間使用しない浄化槽の取扱い】
　　居住者がいない住宅など汚水の量が少ない場合でも、「保守点検・清掃・法定検査」を行ってください。
　　空家や空店舗で水道を閉栓している場合など、長期間使用しない浄化槽については、休止を届け出
　ることができます。（休止前には清掃してください。）

▼問い合わせ先
　◇下水道説明会・浄化槽について　　　　　　　　　　◇下水道工事について
　　下水道課普及係（☎４７－１１１８）　　　　　　　 　下水道課計画整備係（☎４７－１１１７）
　　Mail gesuidou@city.sakaiminato.lg.jp

項 目 必要回数内 容 依頼先
保守点検保守点検

清掃清掃

法定検査
 「県が指定した検査機関である
(公財）鳥取県保健事業団に依頼」
してください。
※保守点検とは内容が異なります。

浄化槽の正常な機能を維持
するために、機械の点検・
修理・調整や、消毒剤の
補充を行います。

年に3～4 回程度
（浄化槽の種類に
応じて、回数が定
められています。）

「県の登録を受けた保守点検業者に
依頼」してください。
一般的には、業者と契約を結んで実
施します。

浄化槽の正常な機能を維持
するために、内部にたまっ
た汚泥などを抜き取ります。

年１回以上
（浄化槽の規模・処
理方式により回数
が定められていま
す。）

保守点検・清掃が適正に実
施され、浄化槽の機能が正
常に維持されているかどう
かを、水質検査、外観検査、
書類検査により判断します。

「境港市の許可を受けた清掃業者に
依頼」してください。

＊オキイ清掃（有）　４４－３６１１
＊境港環境事業（有）４２－２４７１

浄化槽の機能の診断

ポンプヒーター等の
点検

汚泥の調整・移送
消毒剤の
点検・補充

毎年１回
（法律で受検が義
務付けられていま
す。）

＊西部本部　３９－３２８８

　　公共下水道の利用を開始すると、側溝等への汚水の流入がなくなるため、悪臭や害虫などの心配が
　なくなり、清潔で快適なくらしがもたらされるだけでなく、中海や境水道などの水質が改善されます。
　　下水道工事完成後は、市が指定する排水設備工事指定業者に依頼して、早期に接続工事を行うよう
　ご協力をお願いします。金融機関から無利子で工事費の融資（上限１００万円）を受けることができ
　る制度を設けていますので、活用してください。
　※ 供用開始から６カ月以内に接続することが、法律や条例で義務付けられています。
　※ 既に公共下水道が使用できる区域で、現在も未接続の建物は、速やかに接続してください。

公共下水道に接続しましょう
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端
に
灯
台
が
で
き
、

そ
の
使
命
を
終
え
、
昭
和
40
年
に
解
体

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
多
く
の
市
民
か
ら
復
元
を

望
む
声
が
上
が
り
、
市
が
実
施
し
て
い

る
境
台
場
公
園
整
備
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
平
成
２
年
11
月
か
ら
灯
台
復
元
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
同
じ
明
治
28
年
に
開
設
さ
れ

た
山
形
県
酒
田
市
の
灯
台
を
モ
デ
ル
に
、

総
事
業
費
３
０
０
０
万
円
を
か
け
、
鉄

骨
造
り
３
階
建
て
、
高
さ
12
・
47
㍍
、

外
観
は
六
角
形
で
白
塗
り
杉
板
張
り
の

灯
台
が
、
平
成
３
年
３
月
に
復
元
さ
れ

ま
し
た
。

　

海
上
保
安
部
の
巡
視
船
「
く
ず
り
ゅ

う
」「
お
き
」「
し
な
の
」
が
鳴
ら
す
汽

笛
を
合
図
に
始
ま
っ
た
し
ゅ
ん
工
式
に

は
、
市
や
地
元
花
町
の
関
係
者
ら
70
人

が
出
席
。
黒
見
哲
夫
市
長
の
「
懐
か
し

い
灯
台
が
完
成
し
ま
し
た
。
境
港
の
新

し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
市
民
に
親
し
ま

れ
る
で
し
ょ
う
。」
と
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
会
場
に
詰
め
掛
け
た
２
０
０
人
を

超
え
る
市
民
に
、
展
望
台
か
ら
祝
い
の

む
ね
も
ち
が
ま
か
れ
、
26
年
ぶ
り
に
復

元
さ
れ
た
灯
台
の
完
成
を
喜
び
合
い
ま

し
た
。

　

白
い
六
角
灯
台
に
は
、
満
開
の
桜
が

よ
く
似
合
う
。
桜
色
と
潮
の
香
り
、
桜

ま
つ
り
が
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

松
本
修
一
）

白 い 姿 で 地 域 を 見 守 る白 い 姿 で 地 域 を 見 守 る

境港灯台（明治 30 年代）

境港灯台（現在）

市報さかいみなと　16



　２０歳になった皆さん、成人おめでとうございます。

法律で保護されていた「未成年」とは違い、これから

は成年者として契約上の責任を負うことになります。

　２０歳になった途端にトラブルに巻き込まれるケー

スがあるため注意が必要です。

《キャッチセールス》

　繁華街で「無料でエステが受けられる」と声をかけ

られ、連れて行かれた店舗で「肌の手入れが必要」と

美顔器の購入を勧められた。高額だったが複数人に取

り囲まれ断りきれずに契約した。

《出会い系サイト》

　ＳＮＳで「友だち」になった見知らぬ異性に誘導さ

れて出会い系サイトに登録した。無料ポイント分だけ

利用しようと思って始めたがすぐにポイントがなく

なった。相手が会ってお金を返すと言ってくれたので

ポイントを購入してメールを続けたが相手とは会え

ず、その後連絡が取れなくなった。

《マルチ商法》

　友人からもうかる話があると呼び出され、健康食品

を紹介された。知人を勧誘して販売すれば収入が得ら

れると言われたのでローンを組んで契約したが、誰も

勧誘できずローンの返済もできない。

【アドバイス】

○契約は口約束でも成立し、いったん成立した契約は

　原則として一方的にやめることはできません。契約

　の際はよく考え、必要なければきっぱりと断りま

　しょう。

○トラブルにあった時は早めに相談しましょう。

ねらわれる２０歳過ぎ

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

164消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　警察では、皆さんからの緊急な事件・事故等の１１０番通報を受け、

パトカーを現場に向かわせて事案の処理にあたります。

　１１０番を受理した担当者が、受理した内容により以下のことをお

尋ねしますので、落ち着いてお話しください。

　○何がありましたか（事件ですか、事故ですか）

　○場所はどこですか（目標物は）

　○いつのことですか（何分くらい前のことですか）

　○犯人はいますか（性別は、服装は、どちらに逃げましたか）

　○あなたの名前、住所、連絡先は

▼問い合わせ先（緊急でない場合）

　警察総合相談電話（☎#9110）　　境港警察署（☎44－0110）

149

“LGBT”性的指向と性同一性障がい

　Ｌ（レズビアン…女性同性愛者）、Ｇ（ゲイ…男性

同性愛者）、Ｂ（バイセクシュアル…両性愛者）は、

自分と恋愛対象とする性の指向を表す言葉です。Ｌ、

Ｇ、Ｂの人たちは、基本的に自分の性に違和感を持っ

ているわけではありません。恋愛対象が、同性であれ

異性であれ個々の自然な恋愛のあり方なので、治療を

必要とするものではありません。

　Ｔ（トランスジェンダー…心と体の性の不一致）は

性同一性障がいと表現しますが、これは生物学的な性

と自己意識の性が一致していない状態を言い、その状

態には大変な苦しみを伴っているため、あえて「障が

い」と表現するものです。そのため、生物学的性を自

己意識の性に変更するための治療を必要とします。

　性的指向と性同一性障がいは全く別の概念ですが、

どちらも社会的に少数派であることから、偏見や差別

を受けている現実があります。ＬＧＢＴについて関心

を持ち、正しく理解を深め、偏見や差別をなくしてい

かなければなりません。

１月１０日は「１１０番の日」
～適正な１１０番の利用をお願いします～

お忘れなく！
市 県 民 税 4 期

国 民 健 康 保 険 税 ７ 期

後期高齢者医療保険料７期

介 護 保 険 料 ５ 期

の納期限は

２月 １ 日（月）
・便利な口座振替をご利用ください
・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

17　平成２８年１月



informationinformation

交
通
災
害
共
済
の
窓
口
変
更
と

受
付
終
了
の
お
知
ら
せ

　

市
民
課
を
窓
口
と
し
て
取
り
扱
い

を
し
て
い
る
交
通
災
害
共
済
は
、
平

成
28
年
度
契
約
分
か
ら
全
労
済
と
の

直
接
の
手
続
き
と
な
る
た
め
、
市
民

課
窓
口
や
公
民
館
で
は
加
入
・
請
求

の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
契
約
中
の
人
に
は
、
２
月
中

旬
か
ら
、
ご
自
宅
へ
全
労
済
よ
り
継

続
加
入
の
ご
案
内
が
あ
り
ま
す
の
で
、

継
続
を
希
望
さ
れ
る
人
は
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
分
の
契
約
は

１
月
末
、
請
求
の
申
請
は
２
月
末
で

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
３
）

◇
全
労
災
鳥
取
県
本
部　

西
部
支
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
４
１
３
３
）

小
児
特
別
医
療
費

助
成
制
度
の
拡
充

　

４
月
１
日
か
ら
小
児
の
特
別
医
療

費
助
成
の
対
象
期
間
を
拡
大
し
ま
す
。

▼
対
象
期
間

◇
改
正
前

　

満
15
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で

◇
改
正
後

　

満
18
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で

▼
手
続
き
の
方
法

〇
平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

　

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
書

　

類
に
記
入
し
、
健
康
保
険
証
の
コ

　

ピ
ー
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。
３
月
下
旬
に
受
給
資
格
証
を

　

郵
送
し
ま
す
。

〇
平
成
12
年
４
月
２
日
以
後
生
ま
れ

の
人

　

３
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
資
格
証

　

を
郵
送
し
ま
す
。
手
続
き
は
必
要

　

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
自
己
負
担
限
度
額
（
１
医
療
機
関
、

１
日
あ
た
り
）

◇
通
院　

５
３
０
円（
月
４
回
ま
で
・

　

院
外
薬
局
は
無
料
）

◇
入
院　

１
２
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

不
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
を
実
施
し
ま
す

　

納
税
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

市
税
滞
納
者
か
ら
差
し
押
え
た
不
動

産
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

▼
公
売
の
場
所

　

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る
公

売
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
上

◇
ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

　

http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

※
掲
載
は
１
月
７
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら

▼
公
売
物
件

　

サ
イ
ト
上
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
公
売
方
法　

期
間
入
札

▼
公
売
参
加
申
込
期
間

　

１
月
７
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

22
日
（
金
）
午
後
11
時

▼
入
札
期
間

　

１
月
29
日
（
金
）
午
後
１
時
〜

２
月
５
日
（
金
）
午
後
１
時

▼
そ
の
他　

滞
納
市
税
の
解
消
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
公
売
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課
滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
家
屋
は
、

固
定
資
産
税
課
税
の
た
め
家
屋
調
査

が
必
要
で
す
。
調
査
員
が
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
、
調
査
が
終
了
し
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
家
屋
の
新
築
・
増
築

　

昨
年
中
に
新
築
・
増
築
し
た
家
屋

（
物
置
、
車
庫
を
含
む
）
は
、
平
成

28
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

▼
家
屋
の
取
り
壊
し

　

昨
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
な
く
な

り
ま
す
。

▼
家
屋
の
用
途
変
更

　

店
舗
・
倉
庫
な
ど
で
使
用
し
て
い

た
家
屋
を
改
修
工
事
で
住
宅
に
す
る

な
ど
用
途
変
更
し
た
場
合
は
、
翌
年

度
以
降
の
税
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

特
に
用
途
を
住
宅
に
変
更
し
た
場

合
は
、
住
宅
用
地
の
特
例
で
土
地
の

税
額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
の
内
容
に

変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
法
務
局
へ

の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
境
港

雇
用
保
険
適
用
業
務
受
付

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
求
職
者

向
け
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
事
業
主
向

け
に
雇
用
保
険
資
格
取
得
・
喪
失
手

続
き
や
事
業
所
設
置
・
廃
止
手
続
き
、

雇
用
継
続
給
付
支
給
業
務
等
の
適
用

手
続
き
に
関
す
る
業
務
、
相
談
業
務

を
開
始
し
ま
す
。

　

市
内
の
事
業
所
の
人
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
も
っ
と
利
用
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

▼
巡
回
曜
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

▼
巡
回
開
始
日　

１
月
19
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
15
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

　
　
　
　
　
　
（
☎
33
‐
３
９
１
１
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

有　

料　

広　

告
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特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

【
鳥
取
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業
最
低
賃
金
】

　

平
成
27
年
12
月
19
日
か
ら
時
間
額

７
５
３
円
に
改
正

【
鳥
取
県
各
種
商
品
小
売
業
最
低
賃

金
】

　

平
成
27
年
12
月
19
日
か
ら
時
間
額

７
１
０
円
に
改
正

※
鳥
取
県
最
低
賃
金
は
平
成
27
年
10

月
４
日
か
ら
時
間
額
６
９
３
円
に
改

正▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
５
）

清
掃
セ
ン
タ
ー
情
報

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
８
６
２
６
）

農
業
委
員
会
情
報

【
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
】

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
生
涯

所
得
向
上
の
た
め
の
公
的
な
年
金
制

度
で
、
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
加
入
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

▼
加
入
要
件

◇
60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１
号
被

　

保
険
者

◇
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

　

い
る
人

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

種 別 土　木

工 事 名
西工業団地樋門
築造工事

入 札 日 11 月 11 日

予 定 価 格 65,363 千円

落 札 額 57,780 千円

落 札 率 88.4%

落 札 者 佐藤産業㈲

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫

　１月１７日　（午前９時～正午）

◎可燃ごみの祝日収集 
≪１月、２月の対象日≫
 １月１１日（月・成人の日）
 ２月１１日（木・建国記念の日）

※当日は施設へのごみ持ち込みはできません。

◎軟質プラスチック類の
　　　　　　　祝日収集はありません

コ ミ ュ ニ テ ィ 助 成 事 業

　平成２７年度宝くじの社会貢献広報事業により、幸神町

自治会が小型除雪機、倉庫、椅子などの備品を整備しまし

た。

　この事業で購入した備品は、地域での活動に役立ってい

ます。　　　　

▼問い合わせ先　地域振興課企画係（☎４７‐１０２４）

▼問い合わせ先

　米子市水道局給水維持課（☎３２－６１１４）

米子市水道局からのお知らせ
　冬の時期は、凍結などによる水道管の破裂などが起こること

があります。再度ご家庭の水道管を点検し冬に備えましょう。
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さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
和
菓
子
の
バ
イ
キ
ン
グ『
和
菓
子
祭
』】

　

境
港
・
米
子
・
安
来
の
菓
子
店
が

集
ま
り
、
自
慢
の
菓
子
を
60
分
間
の

バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
ふ
る
ま
い
ま

す
。

▼
と　

き　

１
月
17
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
状
況
に
よ
り
、
入
場
制
限
を
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

前
売
券
６
０
０
円
、
当

日
券
７
０
０
円

※
前
売
券
は
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
他
、

参
加
菓
子
店
で
も
販
売
中
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

第
13
回
カ
ニ
感
謝
祭

　

妖
怪
の
着
ぐ
る
み
た
ち
と
一
緒
に

パ
レ
ー
ド
し
て
、
リ
ヤ
カ
ー
い
っ
ぱ

い
の
カ
ニ
を
妖
怪
神
社
に
奉
納
し
ま

す
。
パ
レ
ー
ド
参
加
者
に
は
、
カ
ニ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

先
着
で
カ
ニ
汁
の
ふ
る
ま
い
、
芸

能
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
45
分
〜

▼
と
こ
ろ　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前

か
ら
妖
怪
神
社

▼
パ
レ
ー
ド
参
加
申
込
（
先
着
３
０

０
人
）

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
前
で
当
日
午

前
10
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
カ
ニ
水
揚
げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実

行
委
員
会
（
水
産
課
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
５
）

informationinformation

有　

料　

広　

告

催催  

しし

償却資産（固定資産税）の申告をお忘れなく！

　事業者は、法の定めにより毎年 1月 1 日現在で所

有する償却資産の申告が必要です。

▼申告対象者

　毎年１月１日現在、市内で事業を行っている法人

または個人のうち、事業用資産を所有している人。

　以下の人も償却資産の申告が必要です。

◇工場、商店を経営されている人

◇農業、漁業を営んでいる人

◇飲食店を経営されている人

◇理容業、美容業、クリーニング業を営んでいる人

◇病院、診療所、薬局、施術所を経営されている人

◇アパート、駐車場を経営されている人

◇太陽光発電設備を設置されている人

▼提出するもの

◇償却資産申告書

※資産に異動がある場合、種類別明細書の提出が必

要です。

※前年中に資産の異動がない場合や、減価償却を終

えている場合、廃業・休業された場合も申告が必要

です。

▼提出期限　2月 1日（月）

※市では、償却資産所有者を対象に申告内容の確認

のために実地調査を行う場合があります。調査の際

には、ご協力をお願いします。

▼提出・問い合わせ先

　　税務課固定資産税係（☎４７－１０１８）

　マイナンバー法の定めにより、償却資産の申告の際には、
所有者の本人確認が必要となります。申告書に併せて、下記
の書類をご用意ください。
　また、申告書を郵送で提出される場合は、下記書類（①ま
たは②）の写しを同封してください。
①所有者の個人番号カード（表面、裏面）
②所有者宛てのマイナンバー通知カードおよび顔写真付きの　
　身分証明書（運転免許証等）
　なお、所有者以外の人が申告書を持参される場合は、上記
書類のほかに、所有者からの委任状と持参される人の本人確
認書類が必要となります。
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夜
間
の
納
税
相
談

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

１
月
29
日
（
金
）、２
月
29
日
（
月
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

１
月
13
日
（
水
）、２
月
10
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

こ
こ
ろ
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い

る
人
が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生

活
体
験
を
行
う
場
で
す
。

　

今
回
は
、み
ん
な
で
料
理
を
作
り
、

楽
し
く
食
べ
た
り
、
お
話
し
が
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。
は
じ
め
て
の
人

も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

１
月
15
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
２
階
調
理
室

▼
持
参
す
る
も
の

　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
食
材
費
３
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

第　

回
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
タ　

境
港

　

市
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校
の
金

管
バ
ン
ド
や
吹
奏
楽
部
、
一
般
の
吹

奏
楽
バ
ン
ド
が
迫
力
あ
る
楽
し
い
演

奏
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

▼
と　

き　

１
月
17
日
（
日
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

上
道
小
学
校　

講
堂

※
車
で
お
越
し
の
人
で
、
徒
歩
で
の

移
動
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
近
隣

に
若
干
の
駐
車
場
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
会
場
で
お
声
か
け
く
だ
さ

い
。
そ
れ
以
外
の
人
は
、
ご
面
倒
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
市
民
会
館
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
出　

演　

市
内
の
小
・
中
学
生
、

高
校
生
、
さ
か
い
み
な
と
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

▼
整
理
券
配
布
場
所

　

生
涯
学
習
課
、
市
民
会
館
、
各
地

区
公
民
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

市
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

「
性
暴
力
被
害
者
支
援
」
講
演
会

　

性
暴
力
は
「
魂
の
殺
人
」
と
も
言

わ
れ
、
被
害
者
の
尊
厳
と
人
権
を
踏

み
に
じ
る
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
声
を
あ
げ
ら
れ

な
い
被
害
者
が
多
く
い
ま
す
。

　

性
暴
力
被
害
の
実
態
や
被
害
者
支

援
の
必
要
性
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
講
演
会
で
す
。

▼
と　

き　

１
月
23
日
（
土
）

　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

谷
田
寿す

美み

江え

さ
ん
（
性

暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
・
大
阪
（
Ｓ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）
運
営
委
員
）　

▼
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

▼
申
込
期
限　

１
月
21
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

食
生
活
改
善
講
座

　
「
減
塩
と
野
菜
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
生
活
習
慣
病
予
防
！
」
を
テ
ー
マ

に
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と
一
緒
に

楽
し
く
学
ん
で
い
く
講
座
で
す
。

▼
と　

き　

２
月
９
日
（
火
）　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

◇
生
活
習
慣
病
予
防
の
お
話

◇
正
し
い
食
習
慣
に
つ
い
て

・
減
塩
に
つ
い
て
の
お
話

・
み
そ
汁
の
塩
分
測
定

・
野
菜
あ
と
１
皿
食
べ
ま
し
ょ
う

◇
塩
分
を
考
え
た
、
野
菜
い
っ
ぱ
い

　

の
料
理
（
調
理
実
習
）

◇
運
動
実
践

▼
定
員
（
先
着
順
）　

30
人

▼
申
込
期
限　

１
月
29
日
（
金
）　

▼
受
講
料　

無
料

※
受
講
者
に
は
テ
キ
ス
ト
を
お
渡
し

し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

　

家
で
飲
ん
で
い
る
み
そ
汁
、
エ
プ

ロ
ン
、手
拭
き
タ
オ
ル
、三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
で
も
可
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

い
き
い
き
介
護
講
座

〜
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
〜

　

介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り
に
大
事

な
歯
と
口
に
つ
い
て
の
知
識
を
学
び

ま
す
。

▼
対　

象

　

介
護
し
て
い
る
家
族
、
介
護
に
関

心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

１
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

鳥
取
県
西
部
地
域
歯
科

医
療
連
携
室 

歯
科
衛
生
士　
　
　
　
　
　
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
45
‐
２
２
９
９
）

市
民
後
見
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

市
民
後
見
の
現
状
や
課
題
、
将
来

を
考
え
、
共
に
地
域
で
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
権
利
擁
護
活
動
を
進
め
て

い
く
た
め
、
市
民
後
見
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
市
民
後
見
の
集
い
）
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と　

き　

１
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
ふ
れ
あ
い
の
里

　
　
　
　
　

大
会
議
室

※
入
場
無
料

▼
内　

容

◇
講　

演

・「
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
成
年
後

見
・
市
民
後
見
」

・「
わ
た
し
の
ま
ち
の
市
民
後
見
」

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
市
民
後
見
の
現
状
・
課
題
・
将

来
を
考
え
る
」

◇
講　

師

・
高
橋
敬ひ
ろ

幸ゆ
き

さ
ん
（
一
般
社
団
法
人 

権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ほ
う
き
理

事
長
）

・
今
井
友と

も

乃の

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

知
多
地
域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
所

長
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ほ
う
き

　
　
　
　
　
　
（
☎
21
‐
５
０
９
２
）

informationinformationinformationinformation

in
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informationinformation

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

【
手
話
を
楽
し
も
う

　

〜
手
話
言
語
へ
の
理
解
を
深
め
る
〜
】

　

様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
実
践

し
、
活
躍
し
て
い
る
人
を
講
師
に
招

い
て
の
講
演
会
で
す
。

　

今
回
は
、
日
常
の
中
に
あ
る
手
話

で
、思
い
の
伝
え
方
を
楽
し
く
学
び
、

手
話
言
語
の
理
解
を
深
め
る
講
座
で

す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

２
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師

　

西
尾
登と

志し

子こ

さ
ん
（（
公
社
）
鳥

取
県
聴
覚
障
害
者
協
会
西
部
手
話
講

師
団
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

美
保
基
地
音
楽
演
奏
会

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　境
港

▼
と　

き　

１
月
31
日
（
日
）

◇
第
１
回
公
演

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

◇
第
２
回
公
演

　

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

※
と
も
に
開
場
時
間
は
30
分
前

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
出　

演

　

航
空
自
衛
隊
中
部
航
空
音
楽
隊

▼
入
場
料　

無
料

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

▼
入
場
整
理
券
配
布
場
所

　

文
化
ホ
ー
ル
、
市
民
会
館
、
美
保

基
地
正
門
ほ
か

※
１
月
８
日
（
金
）
か
ら
配
布
を
行

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
渉
外
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
０
２
１
１
）

第
８
回
女
性
農
業
者
の
集
い

　

女
性
農
業
者
が
集
い
、
仲
間
づ
く

り
と
資
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

女
性
農
業
者
等
、
活
動
の
趣
旨
に

理
解
・
関
心
の
あ
る
人

▼
と　

き　

１
月
26
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　

５
階　

第
４
、５
会
議
室

▼
内　

容

◇
午　

前　

体
験
発
表

◇
午　

後　

交
流
会
（
食
事
会
）

▼
参
加
費　

千
円

※
交
流
会
参
加
者
の
み

▼
申
込
期
限　

１
月
12
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

女
性
農
業
者
の
集
い
実
行
委
員
会

事
務
局
（
鳥
取
県
西
部
農
業
改
良
普

及
所
内
）　　
（
☎
31
‐
９
６
９
０
）

行
政
事
務
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
職
種
・
人
数

◇
保
健
師　

１
人

▼
年
齢
・
資
格
要
件
等

　

各
職
種
の
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
金
）

▼
応
募
期
限　

１
月
29
日
（
金
）

▼
試
験
日　

２
月
６
日
（
土
）

▼
問
い
合
わ
せ
先  

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

境
港
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り

推

進

会

議

委

員

　

市
民
の
行
政
活
動
へ
の
参
加
や
、

市
民
活
動
団
体
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
本
市
の
取

り
組
み
に
対
し
て
助
言
な
ど
を
行
う

「
境
港
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推

進
会
議
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
人

※
平
日
夜
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る

人▼
募
集
人
数　

若
干
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書
類
審
査

の
う
え
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▼
任　

期

　

平
成
28
年
３
月
か
ら
２
年
間

▼
会
議
開
催　

年
４
回
程
度

▼
応
募
方
法

　

自
己
紹
介
と
応
募
動
機
を
４
０
０

字
以
内
に
ま
と
め
、
郵
送
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

　

１
月
29
日
（
金
）
午
後
５
時

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
４
）

FAX 

47
‐
１
２
０
５

Mailchiikishinkou@city.sakaim
inato.lg.jp

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
児
童

▼
対　

象

　

平
成
28
年
４
月
に
小
学
校
に
在
学

し
て
い
る
１
〜
３
年
生
で
、
就
労
等

の
理
由
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
父
母
等

が
い
な
い
児
童

※
誠
道
児
童
ク
ラ
ブ
は
全
学
年
が
対

象
で
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
児
童
ク
ラ
ブ

に
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
※
申
請
書
類
は
、
教
育
委
員
会

お
よ
び
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
あ
り
ま

す
。

▼
申
込
期
限　

２
月
１
日
（
月
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
審
査

に
よ
っ
て
入
会
決
定
し
ま
す
。　
　

※
現
在
入
会
し
て
い
る
人
も
入
会
申

請
が
必
要
で
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
待
機
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
５
）

◇
各
児
童
ク
ラ
ブ
（
左
表
参
照
）

※
夕
日
ヶ
丘
学
童
ク
ラ
ブ
（
民
間
）

は
、市
の
入
会
基
準
と
異
な
り
ま
す
。

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募募  

集集

クラブ名 住所 電話番号

渡児童クラブ 渡町 1424（旧こまどり幼稚園） 090-6832-0098

外江児童クラブ 外江町 2105（外江小学校内） 090-5376-8610

境児童クラブ 湊町 27（境小学校内） 090-9412-6543

上道児童クラブ 上道町 3026（上道小学校クラブハウス内） 090-7509-3145

余子児童クラブ 竹内町 3117（余子小学校内） 080-5615-2905

中浜児童クラブ 小篠津町 450（しらぎく会館内） 090-7374-4020

誠道児童クラブ 誠道町 2062（誠道小学校内） 090-5266-1645

夕日ヶ丘学童クラブ 夕日ヶ丘 1丁目 66 45-4433

in

９
６
９
０
）
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ふ
る
さ
と
納
税
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ふ
る
さ

と
納
税
者
（
寄
附
者
）
へ
送
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
商
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

提
案
商
品
は
、
カ
タ
ロ
グ
に
し
て

全
国
各
地
の
寄
附
者
な
ど
に
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
商
品
Ｐ
Ｒ
の
機
会
と

し
て
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
現

在
の
商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
商
品

　

境
港
市
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
本
市
な
ら

で
は
の
商
品
で
、
１
件
５
千
円
（
消

費
税
含
む
）
以
上
の
も
の
。
複
数
商

品
の
詰
合
せ
も
可
能
で
す
。

▼
応
募
資
格

◇
市
の
「
小
規
模
物
品
及
び
役
務
等

　

契
約
希
望
者
登
録
」
に
登
録
し
て

　

い
る
こ
と

◇
市
内
に
本
店
、
営
業
所
の
い
ず
れ

　

か
が
あ
る
こ
と

▼
応
募
方
法

　

募
集
要
項
を
確
認
の
う
え
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

１
月
22
日
（
金
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
企
画
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
４
）

「
一
株
植
樹
」
運
動

  ｢

一
株
植
樹｣

運
動
は
、
毎
年
実

施
し
て
い
る
緑
化
推
進
運
動
の
１
つ

で
、
記
念
植
樹
や
家
庭
環
境
の
緑
化
、

団
地
の
造
林
な
ど
に
適
し
た
優
良
な

緑
化
用
苗
木
を
格
安
で
斡
旋
し
ま
す
。

▼
種　

類

　

と
っ
と
り
砂
丘
松
、
豊
後
ウ
メ
、

オ
リ
ー
ブ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
ほ
か
全

30
種

▼
価
格
（
１
株
）

　

80
円
〜
９
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

商
工
農
政
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ

る
申
込
書
に
記
入
し
、
代
金
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

２
月
12
日
（
金
）

▼
苗
木
の
配
布　

３
月
11
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

【
世
帯
の
月
額
所
得
（
※
）
と
は
】　

　

15
万
８
千
円
以
上
48
万
７
千
円
以

下※
入
居
予
定
者
全
員
の
総
所
得
金
額

か
ら
、
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給

の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

規
定
に
よ
る
控
除
額
を
控
除
し
た
額

を
12
で
除
し
た
金
額

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

１
月
５
日
（
火
）
〜
18
日
（
月
）

▼
入
居
抽
選
日　

１
月
20
日
（
水
）

▼
入
居
可
能
日　

２
月
１
日
（
月
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

１
月
５
日
（
火
）
〜
18
日
（
月
）

▼
入
居
抽
選
日　

１
月
20
日
（
水
）

▼
入
居
可
能
日　

２
月
１
日
（
月
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
別
途
駐

車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

伯
州
綿
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

　

伯
州
綿
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
伯
州
綿
を
使
用
し

た
弓
浜
絣
の
端
切
れ
を
使
っ
て
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
製
作
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
簡
単
に
で
き
る
作
業
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

２
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー 

講
堂

▼
定
員
（
先
着
）　

15
人

▼
参
加
費

◇
伯
州
綿
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
０
０
円

◇
一　

般　
　
　
　
　

２
０
０
０
円

▼
申
込
期
限　

１
月
29
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
参
加
人
数
（
大
人
、
子

ど
も
別
人
数
）
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

伯
州
綿
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
商

工
農
政
課
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

FAX 

44
‐
７
９
５
７

Mail

shokonosei@
city.sakaim

inato.lg.jp

informationinformation

団地名
第２夕顔団地

（誠道町 162）

夕顔団地

（誠道町 218）

外江団地

（外江町 3266-5）

種　別 一般 一般 一般

建設年度 昭和 50 年 平成 6年 昭和 59 年

構　造 鉄筋・4階建 鉄筋・３階建 鉄筋・4階建

募集住戸 50A 棟 28 号（２階） 6B 棟 7 号（２階） 15 号（４階）

間取り等
３ＤＫ

６畳、４．５畳（２）
３ＤＫ

６畳（２）、洋６畳
３ＤＫ

６畳（２）、４．５畳

家賃（円） 11,900 ～ 23,300 19,900 ～ 39,100 16,200 ～ 31,700

団地名
上道団地

（上道町 3563）

種　別 特定公共賃貸住宅

建設年度 平成 11 年

構　造 鉄筋・4階建

募集住戸 10 棟 404 号（４階）

間取り等
３ＬＤＫ

６畳（２）、６洋

家賃（円） 73,000

23　平成２８年１月



informationinformation

海
と
く
ら
し
の
史
料
館

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
＆
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
募
集
内
容

◇
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

　

海
の
生
き
物
を
題
材
に
し
た
新

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

し
ま
す
。

※
現
在
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
マ
ン
ボ

ウ
、
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ
カ
イ
、
ク
ロ

マ
グ
ロ
、
ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ
）
は
除
く
。

◇
カ
レ
ン
ダ
ー
デ
ザ
イ
ン

　

４
月
〜
来
年
３
月
の
12
カ
月
カ
レ

ン
ダ
ー
（
１
枚
も
の
）
の
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
し
ま
す
。

※
募
集
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限　

１
月
17
日
（
日
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

海
と
く
ら
し
の
史
料
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
２
０
０
０
）

第
５
回
境
港
さ
か
な
の
達
人
検
定

　

境
港
の
さ
か
な
の
達
人
を
育
成
す

る
検
定
試
験
で
す
。

▼
と　

き　

２
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所
３
階
大
ホ
ー
ル　
　

▼
受
験
資
格　

小
学
生
以
上

▼
受
験
料　

千
円

▼
冊
子
（
境
の
さ
か
な
２
０
１
３
）

代　

千
円
（
送
料
別
途
３
０
０
円
）

▼
受
験
内
容　

◇
達
人
検
定
（
初
級
）

◇
ス
ー
パ
ー
達
人
検
定
（
上
級
）

▼
申
込
期
限　

２
月
１
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
境
港
水
産
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
６
６
６
８
）

鳥
取
県
立
鳥
取
盲
学
校

高
等
部
・
専
攻
科
入
学
者

　

平
成
28
年
度
鳥
取
県
立
鳥
取
盲
学

校
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。
事
前
相

談
・
見
学
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
験
日　

３
月
８
日
（
火
）

▼
募
集
学
科　

◇
高
等
部
普
通
科

◇
高
等
部
保
健
理
療
科
（
あ
ん
摩
マ

　

ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
を
め
ざ
す
学
科
）

◇
専
攻
科
理
療
科
（
あ
ん
摩
マ
ッ
サ

　

ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う

　

師
を
め
ざ
す
学
科
）

▼
説
明
会

◇
と　

き　

１
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

◇
と
こ
ろ　

県
立
鳥
取
盲
学
校

▼
出
願
期
間

　

２
月
22
日
（
月
）
〜
24
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
立
鳥
取
盲
学
校

　
（
☎
０
８
５
７
‐
23
‐
５
４
４
１
）

鳥
取
県
産
業
人
材

育
成
セ
ン
タ
ー
生
徒

　

鳥
取
県
産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

の
平
成
28
年
度
入
校
生
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
科

◇
米
子
校

　

自
動
車
整
備
科
、
設
計
・
イ
ン
テ

　

リ
ア
科
、
デ
ザ
イ
ン
科

◇
倉
吉
校

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
科
（
専
攻

科
）、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
科
、

土
木
シ
ス
テ
ム
科
、
木
造
建
築
科

▼
募
集
期
限

　

２
月
１
日
（
月
）
必
着

▼
試
験
日　

２
月
８
日
（
月
）

▼
授
業
料

　

年
間
11
万
１
６
０
０
円
（
減
免
制

度
あ
り
）

▼
対
象
者
お
よ
び
出
願
手
続
き

◇
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
人

　

願
書
な
ど
を
各
実
施
校
に
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
右
記
以
外
で
18
歳
以
上
の
求
職
中

の
人（
自
動
車
整
備
科
は
高
卒
以
上
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
手
続
き
し
、
受

付
処
理
さ
れ
た
願
書
な
ど
を
各
実
施

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
産
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

◇
米
子
校　
　
（
☎
24
‐
０
３
７
２
）

◇
倉
吉
校

　
（
☎
０
８
５
８
‐
26
‐
２
２
４
７
）

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教

室

参

加

者

　

境
港
市
ス
キ
ー
協
会
で
は
、
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

▼
対　

象

　

中
学
生
以
上
の
市
内
在
住
お
よ
び

勤
務
者

▼
と　

き　

１
月
31
日
（
日
）

◇
午
前　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
午
後　

午
後
１
時
〜
３
時

※
当
日
、
午
前
９
時
30
分
に
大
山
寺

朝
霧
山
荘
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
雪
不
足
、
気
象
条
件
な
ど
で
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
ス

キ
ー
場

▼
講　

師

◇
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員

◇
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協
会
イ
ン
ス

　

ト
ラ
ク
タ
ー

▼
受
講
料　

２
千
円

▼
募
集
人
数
（
先
着
順
）

◇
ス
キ
ー　
　
　
　

10
人

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド　

５
人

▼
申
込
期
限　

１
月
28
日
（
木
）

▼
そ
の
他

　

応
急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、
責
任

は
一
切
負
い
ま
せ
ん
。
各
自
で
傷
害

保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
体
育
協
会（
境
港
市
民
体
育
館
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
６
７
７
０
）

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

大

会

参

加

者

　

市
民
総
合
体
育
大
会
（
ス
キ
ー
の

部
）、
境
港
市
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
大
会
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と　

き　

２
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ

　

だ
い
せ
ん
ホ
ワ
イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
ス

キ
ー
場
（
上
ノ
原
エ
リ
ア
）

▼
競
技
種
目

　

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
部　

門

◇
小
学
生
の
部
（
男
女
と
も
）

・
４
年
生
以
下
（
男
子
・
女
子
）

・
５
年
生
以
上
（
男
子
・
女
子
）

◇
女
子
の
部

・
中
学
生
以
上

◇
男
子
の
部

・
中
学
生
以
上
〜
19
歳

・
20
歳
〜
39
歳

・
40
歳
以
上

◇
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
中
学
生
以
下
）

・
男
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

・
女
子
の
部
（
オ
ー
プ
ン
）

▼
参
加
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
者
、

市
ス
キ
ー
協
会
員

▼
申
込
期
限

　

２
月
11
日
（
木
・
祝
）
午
後
５
時

ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
体
育
協
会
（
市
民
体
育
館
内
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
６
７
７
０
）
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子
育
て

子
育
て

　

支
援
情
報

　

支
援
情
報

informationinformation

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール
と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開 催 中
第 20 回
魚の絵コンテスト入賞作品展
（～ 1月 31 日（日））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　400 円
小中高生 100 円

開 催 中
僕たちが考えた「境港のカニ」展
（～ 2月 15 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　400 円
小中高生 100 円

１月 23 日（土） 絵本と紙芝居の会 市民図書館 14:30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
特
に
明
記
が
な
い
場
合
、

会
場
は
問
い
合
わ
せ
先
と
同
じ
で
す
。

美
哉
幼
稚
園
・
び
さ
い
保
育
園

び

さ

い

交

流

会

▼
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

「
体
を
つ
か
っ
て
あ
そ
ぼ
う
!!
」

▼
と　

き　

１
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
毎
日
、
園
庭
と
え
ほ
ん
館
を
開
放

し
、
未
就
園
児
に
も
絵
本
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

美
哉
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
８
３
９
）

聖

心

幼

稚

園

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

※
未
就
園
児
を
対
象
に
園
庭
開
放
し

て
い
ま
す
。

◇
平　

日　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
問
い
合
わ
せ
先　

聖
心
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
０
４
０
）

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

き
ら
き
ら
・
ひ
ま
わ
り
情
報

【
０
歳
さ
ん
あ
つ
ま
れ
〜
！
】

▼
対　

象　

満
１
歳
ま
で
の
親
子

▼
と　

き　

１
月
26
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま

わ
り

▼
内　

容

◇
離
乳
食
・
幼
児
食
に
向
け
て
の
栄

　

養
相
談
、
発
達
の
様
子
な
ど

◇
親
子
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
な
ど

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
限　

１
月
22
日
（
金
）

【
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　
　
　
「
大
根
も
ち
パ
ー
テ
ィ
ー
」】

▼
対　

象　

２
〜
３
歳
児
の
親
子

▼
と　

き

　

１
月
29
日
（
金
）、
30
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま

わ
り

▼
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

▼
募
集
人
数　

各
日
先
着
12
組

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

１
月
22
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
き
ら
」　
（
☎
45
‐
０
１
１
６
）

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」　
（
☎
21
‐
８
１
０
３
）

お

は

な

し

広

場

　

絵
本
や
お
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

妊
婦
さ
ん
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

２月６日
（毎月第１土曜日）

14：00

～

15：00

市民図書館

（分館）

絵本と紙しばいを楽しむ会
（なぎさ会）

１月９日
（毎月第２土曜日）

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

１月１６日
（毎月第３土曜日）

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日
10：30

～

11：30

地域子育て
支援センター
ひまわり
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フ ォトニ ュ ースフ ォトニ ュ ース

　境港市読書まつりが１１月２９日（日）に市民図書

館・市民会館を会場に開催しました。

　会場の各所では、松田暢
のぶこ

子さん（日野町図書館長）

による講演会や読みメンによるお話し会、学校図書館

展示、蔵書票の展示など、様々なコーナーやイベント

を開催しました。訪れた約３５０人のお客さんは、た

くさんの本に触れ、楽しいひとときを過ごしました。

本のある生活いかがですか？
　第１１回 境港市読書活動推進大会

　ＪＲ境港駅前の水木しげるロードで１２月６日（日）

に山陰いいものマルシェ in境港が開催されました。

　山陰両県の７２店舗が出店し、えりすぐりの特産品

が一堂に集まりました。各店舗の逸品を買い求める約

１万５千人の来場者で会場は大いに賑わいました。

　また、特別ラッピング列車の初運行や妖怪大行進な

ども行われ、来場者を楽しませていました。

山陰の特産品が駅前に集結
　山陰いいものマルシェ in 境港 開催

　市民の皆さんに人権についてより身近に感じていた

だくため、「境港市人権ふれあいフェスティバル」を

１２月１３日（日）に文化ホールで開催しました。

　講師に声優の佐久間レイさんを迎え、ご自身の経験

に基づくお話や歌、朗読で「絆の大切さ」を話してい

ただきました。また、作品展示やバザーなども行われ、

参加者は心温まる楽しいひとときを過ごしました。

いのちはひとつにつながっている
　境港市人権ふれあいフェスティバル開催

市報さかいみなとの発行日が変わります！

　平成２８年４月号から、市報の発行日を下記のとおり変更します。ご理解とご協力をよろし

くお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　 ▼問い合わせ先　地域振興課広報情報係（☎４７‐１０１０）

平成２
８年

４月号
から

 　　　（現在）　　　　　　　　　　　（４月号から）
　　　　　毎月５日発行　　　　毎月１日発行⇒
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保健相談センターへ

　　　　お越しください
保健だより保健だより保健だより保健だより

催し物名 と　き 対　象 問い合わせ先

妊産婦・乳幼児

健康相談
 2 月 16 日（火）

9:30 ～ 12:00
（受付 9:30 ～
10:30）

妊産婦・
乳幼児と
保 護 者

健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

離乳食講習会  2 月 16 日（火）

10:00 ～ 10:40
（5カ月～8カ月児）

10:50 ～ 11:30
（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～
１歳６カ月児
と保護者

健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

カウンセリング  1 月 27 日（水）14:00 ～ 16:00 市　民
健康推進課
☎ 47-1043
※予約制

保健師の

ちょっと一言
オレンジリングをご存じですか

６カ月児健康診査

▼  2 月  3 日（水）12:50、13:25

　平成 27 年 7 月生まれの幼児

▼   3 月  2 日（水）12:50、13:25

　平成 27 年 8 月生まれの幼児

１歳６カ月児健康診査

▼   1 月 14 日（木）12:50、13:25

　平成 26 年 6 月生まれの幼児

▼   2 月 25 日（木）12:50、13:25

　平成 26 年 7 月生まれの幼児

３歳児健康診査

▼   2 月  4 日（木）12:50、13:25

　平成 25 年  1月生まれの幼児

▼   3 月 10 日（木）12:50、13:25

　平成 25 年  2 月生まれの幼児

　小学生がオレンジ色の腕輪を身につけているのを

見かけたことがありませんか。オレンジリングは「認

知症サポーターのしるし」です。授業で認知症につ

いて学習をし、サポーターになっています。

　年をとったときの大きな不安の一つに「認知症」

があります。認知症は誰もがかかる可能性がある脳

の病気で、85 歳以上になると４人に１人は認知症

の症状があると言われています。　

　認知症の人は記憶障害や認知障害から不安に陥り、

その結果、周りの人との関係を損なってしまうこと

があります。しかし、周囲の理解と気遣いがあれば

穏やかに暮らしていくことは可能です。

　認知症サポーターは何か特別なことをする人では

なく、認知症を理解し、認知症の人や家族を温かく

見守る「応援者」です。

　市では、「認知症になっても安心して暮らせるま

ち」を目指し、認知症サポーターの養成講座を実施

しています。地域での会合やサークル活動等、皆さ

んが集まる機会に合わせ、認知症の知識や認知症の

人への対応等について講習を行い、受講後にはオレ

ンジリングをお渡しします。ご希望の人は長寿社会

課までお問い合わせください。

▼問い合わせ先

　長寿社会課高齢者福祉係（☎４７－１０３９）
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し
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 さん
おばあちゃんの はるみ さん（外江町）

今月のげんきちゃん
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相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談  1 月 14 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談
1月 22 日（金）

1月 29 日（金）
13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）法 律 相 談 1月 15 日（金） 13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

子 育 て 相 談
毎日
「きらきら」土・日曜日を除く
「ひまわり」木曜日を除く

8：30 ～ 17：15
地域子育て支援センター
「きらきら」☎ 45-0116
「ひまわり」☎ 21-8103

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会
 1 月 20 日（水） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）

 境港市の人口

　　男　：16,947 人（－ 18）
　　女　：18,281 人（－ 7）
　合　計：35,228 人（－ 25）
　世帯数：15,179 世帯（－ 2）

　※平成 27 年 11 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章
くらしの相談日くらしの相談日

防災行政無線が聞き取りにくいときはテレフォンサービスをご利用ください！
　☎０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）

□材料（４人前）
　○サワラ刺身用

　　（４～５００g程度）

　○白菜 ( 半分 )

　○長ネギ ( ２本 )　　　　

　○生ワカメ ( 適量 )

○春菊 ( 適量 )

○だし用昆布

　( １０ｃｍ　１枚 )

○水 ( １, ２００ｃｃ )

○酒 ( １５０ｃｃ )

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  ９

　冬場の境漁港は、カニ、ブリ、サバ、ヒラメ、白バイ、

アカガイ、サワラ、マダラ、ノドグロなどが水揚げされます。

寒い時は鍋料理がおすすめです。一般的にはカニ鍋、アン

コウ鍋などが有名ですが、今回はこの時期が旬で身が締ま

り、脂がのったサワラを使った、栄養満点で味も満点な逸

品鍋をご紹介いたします。

お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ サワラのすすぎ鍋

□作り方

　①水に昆布を３０分ほどつけ、昆布だしをとる。

　②具材の白菜、長ネギを細く切る。

　③薬味の紅葉おろし、小口切りネギを用意する。

　④サワラを３枚におろした後、中骨を取り、１ｃｍ程

　　度の厚さにそぎ切りにする。

　⑤①を火にかけ、酒を入れる。

　⑥煮立ったらお好みの具材（春菊など）を入れる。

　⑦サワラをしゃぶしゃぶ風に鍋で軽くすすぎ、薬味を

　　入れたポン酢につけていただきます。
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